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は言貫言凩
づ蝉 暖

郷
土
史
や
文
化
財
、
地
理
を
調
査
研
究
し
た
成
果
を
競
う

「
全
国
高
校
生
歴
史
フ
オ
ー
ラ
ム
２
０
１
０
」

（奈
良
大
主

催
）
で
、
名
古
屋
高

（東
区
砂
田
橋
）
の
古
典
研
究
部
二
年

岡
本
健
作
君
全
し
の

「
尾
張
名
古
屋
、
文
化
年
間
の
挑
戦
」

が
最
高
位
の
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
。
　

　

　

（奥
田
哲
平
）

全
国
高
校
生
歴
史
フ
ォ
ー
ラ
ム

ち
優
秀
賞
五
編
、
佳
作
三
編
が

選
ば
れ
た
。

岡
本
君
の
リ
ポ
ー
ト
は
、
同

校
図
書
館
所
蔵
の
江
戸
時
代
の

古

書

「茶
湯
早
指
南
」

が

題

材
。
茶
道
の
お
点
前
を
絵
入
り

で
易
し
く
解
説
し
た
実
用
本

で
、

「
形
よ
り
心
が
大
事
と
い

う
お
茶
に
興
味
が
あ

っ
た
」

と
、
名
古
屋
中
学
三
年
時
に
手

に
取

っ
て
読
み
始
め
た
と
い

う

。町
人
文
化
が
花
開
き
、
茶
道

が
大
衆
に
広
が

っ
た
背
景
を
考

察
。
さ

ま

ざ

ま

な
文

献

を

調

べ
、
二
説
あ
る
著
者
が
と
も
に

尾
張
藩
士
で
、
葛
飾
北
斎
の
弟

子
だ

っ
た
と
突
き
止
め
た
。
西

尾
市
の
岩
瀬
文
庫
に
あ
る
蔵
書

と
比
べ
、
両
書
で
異
な
る
版
元

の
変
遷
を
尾
張
と
江
戸
の
出
版

事

情

と
絡

め

て
分
析

し

て

い

る
。

「
調
査
が
高
校
生
離
れ
し
て

い
る
」
と
評
価
さ
れ
た
岡
本
君

は

「
調
べ
が
足
り
な
い
点
も
あ

る
が
、
江
戸
時
代
の
町
人
文
化

が
ち
ら

っ
と
見
え
て
楽
し
か

っ

た
」
と
に

っ
こ
り
。
美
術
部
、

鉄
道
研
究
部
も
掛
け
持
ち
す
る

う
え
、

「
今
は
進
路
の
こ
と
が

心
配
」
と
も
話
す
が
、

「
ま
さ

か

っ
て
感
じ
で
う
れ
し
い
」
と

受
賞
を
喜
ぶ
。

二
十
日
に
は
奈

良
大
で
研
究
発
表
会
に
臨
む
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
四
回
目
で
、

平
城
遷
都
千
三
百
年
を
記
念
し

た
今
年
は
全
国
か
ら
四
十
六
校

九
十

一
編
の
応
募
が
あ
り
、
う

名
古
屋
市
で
は
、
コ
ミ

ュ
ニ

０
０
０
円
／
月
）
を
支
払
え

テ
ィ
サ
イ
ク
ル
が
本
格
導
入
で

ば
、
１
回
の
利
用
あ
た
り
３０
分

き
る
か
検
証
す
る
た
め
、
■
月

以
内
は
無
料
。
会
員
登
録
方
法

末
ま
で
名
古
屋
駅
　
新

し

い
移

動

ス
タ

　

な
ど
の
詳
細
に
つ

か
ら
栄
の
エ
リ
ア
　

イ

ル
～
名

チ

ャ
リ

　

い
て
は
、
運
営
事

に
お
い
て
、
名
チ
ャ
リ
社
会
実

務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

験
２
０
１
０
を
実
施
。
会
員
登

い
。
▼
運
営
事
務
局
盤
０
１
２

録
料

（３
０
０
円
／
日
～
１
、
　
０
１
９
６
０
１
３
８
３茶道の普及 江戸の古書で考察

軍
事
政
権
に
圧
力
を

中
区
で
署
名
募
る

ミ

ャ
ン
マ
ー
人
ら

ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
事
政
権

に
反
対
す
る
在
日
ミ
ャ
ン

マ
ー

人

ら

三
十

人

が

六

調査研究 した「茶湯早指南」を手に受賞
を喜ぶ岡本君 =東区砂 田橋の名古屋高で

ヽ
′

　

合
卜
Ｌ
ｂ
ｒ
ｉ
Ｆ
Ｉ

，
１
日
Ｊ

Ｆ^
７

じ

は
各

公

園

の

ほ

か

区

役

所
、
地
下
鉄
駅
な
ど
で
入

手
で
き
る
ｃ
言
市
緑
政
土

日
、
中
区
の
久
屋
大
通
公

園
周
辺
で
ビ
ラ
を
配
り
、

署
名
を
募

っ
た
。
軍
事
政

権

の
迫
害
で
住
む
場
所
を

奪
わ
れ
た
と
さ
れ
る
少
数

民
族
や
民
主
化
運
動
指
導

者

ア
ウ
ン

・
サ
ン

・
ス
ー

・
チ
ー
さ
ん
の
写
真
を
並

べ
、
国
際
社
会
に
対
し
「
弾

圧
さ
れ
な
が
ら
何
と
も
で

き
な
い
で
い
る
」
な
ど
と

理
解
と
支
援
を
求
め
た
。

参
加
し
た
熱
田
区
の
エ

イ

・
テ
イ
ン
さ
ん
の
し
は

七
日
の
ミ

ャ
ン
マ
ー
総
選

挙
の
不
透
明
性
を
指
摘
し

「
軍
関
係
者
が
力
を

つ
け

る
だ
け
。
国
連
や
日
本
政

府
は
改
善
に
向
け
た
圧
力

を
」
と
話
し
た
。

県
暴
力
団
排
除
条
例

つ
ボ

イ

さ

ん

ら

Ｐ

Ｒ

大
曽
根
商
店
街

来
年
四
月
施
行
の
県
暴

力
団
排
除
条
例
の
周
知
の

た
め
北
署
は
六
日
、
タ
レ

ン
ト
の

つ
ボ
イ
ノ
リ
オ
さ

ん
侯

じ
＝
写
真
〇
＝
を

一

日
警
察
署
長
に
迎
え
、
街

頭
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開

外
来
種
の
影
響
で
在
来
生
物
　
　
　
　
か
ら
同
鮮

が
減

っ
た
守
山
区
の
雨
池
で
六
　
　

　

　

一
一万
平
ナ

日
、
住
民
ろ
三
百
人
が
水
を
抜
　
　
除

代
に
農
圭


